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「
男
は
仕
事
、
女
は
育
児
」
と
い

う
考
え
方
に
同
感
し
ま
す
か
？

　
「
同
感
し
な
い
、
や
や
同
感
し
な
い
」

人
の
割
合
は
増
え
て
お
り
、
こ
の
考
え

方
に
つ
い
て
同
感
し
な
い
人
の
割
合
が

確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

約
３
割
が
「
主
に
夫
」

と
答
え
て
い
ま
す
が
、「
夫

婦
平
等
」
の
割
合
が
５
割

以
上
と
な
っ
て
い
て
、
前

回
調
査
時
よ
り
夫
婦
平
等

の
割
合
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、「
家
事
」
に

つ
い
て
は
「
主
に
妻
」
が

５
割
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
日
常

生
活
に
お

け
る
固
定

的
な
役
割

分
担
が
あ
る

こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

生
活
費
を
稼
ぐ
の
は
主
に
誰
で
す
か
？

次
の
行
為
を

Ｄ
Ｖ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
障
が
い
と
な
る

も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
な
い
要
因
と
し

て
は
、
女
性
側
は
「
労
働
の
環
境
な
ど
が
改

善
さ
れ
て
い
な
い
た
め
」
と
考
え
、
対
し
て

男
性
側
は
「
女
性
自
身
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

こ
と
を
希
望
し
な
い
た
め
」
と
考
え
る
等
、

性
別
に
よ
る
意
見
の
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
女
性
側
の
意
見
か
ら
、
女
性
が
家
庭
内
で

保
育
・
介
護
・
家
事
等
に
関
わ
る
機
会
が
多

い
た
め
、
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を

躊ち
ゅ
う
ち
ょ

躇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為

を
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
微
増
し
て

お
り
、
別
の
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
質
問
で

は
、
前
回
と
比
較
し
て
も
変
化
が
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
っ
て
※
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
の
認

識
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
女
性
の
就
労
率
で
み
る
と
、
平
成
22

年
調
査
で
は
30
～
39
歳
に
「
仕
事
を
し

て
い
る
」
割
合
が
い
っ
た
ん
低
く
な
る

※
「
Ｍ
時
型
カ
ー
ブ
」
が
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
調
査
で
は
Ｍ
字
型

カ
ー
ブ
が
み
ら
れ
な
く
な
り
、
結
婚
や

子
育
て
で
も
女
性
が
就
業
を
中
断
し
な

く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

平成 27 年 平成 22 年

やや同感しない
同感しない

主に夫
夫婦平等
主に妻

同感しない方
が増加！

夫婦平等の

考えが広がる！

性別による違いが

明らかに

高
島
市
の
男
女
共
同
参
画
の
状
況

～ 

平
成
27
年
度
市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
読
み
解
く 

～

　
昨
年
度
実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査
の
結
果
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
結
果
を
も
と
に
、改
め
て
身
近
な
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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高島市の男女共同参画の状況

交友関係や電話を厳しく監視する

「誰に食べさせて貰ってるんだ」などと言う

生活費を入れない

性交渉を強要、避妊に非協力

どなられたり、罵られる

長期間無視される

身体的暴力をふるわれる
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い
な
し
望
希
を
と
こ
る
な

な
と
下
部
・
僚
同
・
司
上

性
女
、
が
客
顧
や
性
男
る

が
善
改
の
働
労
間
時
長

い
な
は
で
分
十

ど
な
事
家
・
護
介
・
育
保

族
家
の
ど
な
夫
る
け
お
に

い
な
は
で
分
十
が
援
支
の

ど
な
援
支
の
護
介
・
育
保

い
な
は
で

女性側の
意見多い

男性側の
意見多い

女
性
の
就
労
率
は
？

【用語解説】
・Ｍ字型カーブ…　女性の就労率は、結婚・出産期にあたる年代に一旦低下し、
　　　　　　　　育児が落ち着いた時期に再び上昇する傾向にある。
・ セ ク ハ ラ …　セクシュアル・ハラスメント：性的嫌がらせ
・Ｄ　　　Ｖ…　ドメスティック・バイオレンス：夫婦・恋人間の暴力

平成 27 年９～ 10 月に高島市在住 20 歳以上の市民から計２，０００名を無作為抽
出により調査（有効回答票８１７票、回収率 40．９％）。
平成 22 年に実施した市民意識調査と比較し、平成 27 年の調査結果がどのように
変化したかを表しています。

その他 5.3％

（％）

（％）

（％）

その他 10.3％
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44.8 37.0
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37.5 28.7

55.2

74.6

66.1

60.5

55.0

47.3

62.8

81.3

67.5

64.5

64.9

53.6

結婚や子育てを機会に離職しなかった人の割合が約７％増！（67.8% → 74.7%）

  

調
査
結
果
に
よ
る
傾
向

①
全
体
と
し
て
高
島
市
民
の

男
女
共
同
参
画
に
対
す
る

意
識
は
向
上
し
て
い
る

②
Ｄ
Ｖ
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
認
識
が
あ
ま
り
改

善
さ
れ
て
い
な
い

③
女
性
リ
ー
ダ
ー
観
に
は
性

差
が
あ
る
な
ど
、
女
性
の

活
躍
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
多
い

（％）

女
性
の
就
労
率
は
？

女
性
の
就
労
率
は
？

活
躍
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
多
い

活
躍
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
多
い
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子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
乳
幼
児
や
小
中
学
生
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
人
々
の
保
健
の
向
上
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
目
的
で
実
施
し
て
い

る
事
業
で
す
。

　
平
成
21
年
10
月
か
ら
は
、
保
護
者

の
所
得
制
限
に
関
係
な
く
、
す
べ
て

の
乳
幼
児
の
一
部
負
担
金
を
市
で
助

成
し
て
お
り
、平
成
28
年
４
月
に
は
、

保
護
者
の
所
得
制
限
と
自
己
負
担
金

を
撤
廃
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
か
か
る
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
医
療
費
を
助
成
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
に
関
す
る
負
担
を
軽
減

し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
若
い
世
代
の
結
婚・出
産・子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

総合戦略はどうなってるの？

総
合
戦
略
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？

vol.２

　
「
高
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
事
業
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
第
２
弾
で
す
。

　
今
回
は
、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
を

目
標
と
し
て
い
る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

【
基
本
的
な
テ
ー
マ
】

・
子
育
て
と
ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ

リ
ア
の
両
立

・
地
方
で
子
ど
も
を
育
て
る

安
心
感
（
高
島
の
良
さ
を
生

か
し
た
教
育
）

【
基
本
的
方
向
】

・
若
者
が
希
望
通
り
結
婚
し
、

子
ど
も
が
持
て
る
よ
う
、
若

い
世
代
の
経
済
的
安
定
を
図

り
ま
す
。

・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

つ
い
て
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
子
育

て
に
係
る
負
担
軽
減
な
ど
を

通
じ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

「若い世代の結婚
・出産・子育ての

希望をかなえる」
政策分野

総
合
戦
略
課

　
（
２
５
）
８
１
１
４ 「高島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは・・・

　人口減少に歯止めをかけるとともに、人口が減
少する中にあっても、将来にわたって安心して暮
らし続けることができる、持続可能な地域社会づ
くりに取り組むため、昨年策定した計画です。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
子
育
て
世
代
の
育
児
支
援
を
行
い
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
子
育
て

経
験
が
あ
り
、
育
児
支
援
の
可
能
な
人

を
募
集
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
「
ま
か
せ
て
会
員
」
に
登

録
。
同
様
に
、
育
児
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
を
「
よ
ろ
し
く
会
員
」
と
し

て
登
録
し
、
両
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

　

今
後
に
向
け
て

　
今
後
は
、
戦
略
に
掲
げ
る
事
業
を
確

実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
子
育
て
に
係

る
負
担
軽
減
な
ど
を
通
じ
て
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
戦
略
課

（
２
５
）
８
１
１
４

ファミリー・サポート・センターの仕組み
会員同士を
引き合わせる

援助

報酬

提供会員利用会員

高島市ファミリー・
サポート・センター
「たすけあい高島」

子育てを
手伝って

ひきうけ
ます

援助
依頼

援助
打診

（よろしく会員） （まかせて会員）
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調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
ペ
ー
ジ

の
結
果
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
動
き
を
見
て
み
ま
す
と
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
女
性
活
躍
推
進
法
が
施

行
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
女
性
が
活
躍

す
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
先
、
女
性
が
活
躍
す
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
男
性
中
心
社
会
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
女
性
自
ら
の
意
志
で
「
ど

う
活
躍
す
る
の
か
」
を
決
め
ら
れ
る
社

会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
労
働
に
つ
い
て
考
え
る
と
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
が
当
た
り
前

と
し
て
き
た
こ
の
社
会
の
構
造
を
変
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
男
性
は
女
性
活
躍

に
つ
い
て
の
意
識
を
変
え
、
こ
れ
ま
で

の
社
会
・
働
き
方
を
見
直
す
必
要
が
あ

男女共同参画推進協議会
（愛称：ハーモナイズ高島）

　昨年度で、設立から 10 周年を迎えました。家
庭・地域・学校・職場などあらゆる分野で性別に
関わりなく、その個性と能力を十分に発揮できる
社会の実現に向けて、フォーラムや研修会を開催
しています。
　一昨年には企業を訪問調査し、企業における女
性の働きやすさのための９つの指標を作成しまし
た。本年度はその指標に基づき企業の従業員への
アンケート調査を実施する予定です。
　また、一緒に活動していただける会員も募集し
ています。

イクメン・カジダン
写真コンテスト 2015

[…最優秀作品 ]

▼その他の事業
・総会と併せて講演会を開催
　「家族への感謝と働く喜び」
・会員研修「女性の働きやすさの指標づく

り学習会」
・「女性の働きやすさの指標」に基づく
　企業訪問の実施
・広報誌「明日葉」発行

人
権
施
策
課　

　
（（
２
５
）
８
５
２
４

働く女性の家（ゆめぱれっと高島）　 （２２）５７７５

“ 
高
島
ら
し
い 

”

　
　
男
女
共
同
参
画
を
目
指
し
て

平成 27 年度
の事業から

男女共同参画　原点に還ってみ
ませんか !! フォーラムを開催

り
ま
す
し
、
女
性
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
は
、
女
性
と
し
て
の
発
想
と
そ
の
多

彩
な
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
働
き
か
け
が

必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
施
策
を
盛
り
込

ん
だ
「
第
２
次
高
島
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
を
、
今
年
度
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
は
下
記
の
よ
う
な
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
積
極
的
に
参
加
し
て
、
あ
な
た
も
男

女
共
同
参
画
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

五年目の女性学
　毎月さまざまな映画とトークで、女性・男性が抱
えている問題を掘り下げて研修を行っています。年
齢・性別は問いません。お気軽にご参加ください。

■日時　７月９日（土）14 時から
■場所　働く女性の家（ゆめぱれっと高島）
■内容　映画『日の名残り』鑑賞とトーク
　英国の作家カズオ・イシグロの珠玉の名作に基
づいた映画です。
■参加料　無料　※申し込み不要
※今後も、月１回開催していますので、興味のあ
る方は下記までお問い合わせください。

７月の内容は…


